
消
防
団
員
を

募
集
し
ま
す
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比
企
支
部
合
同
の
消
防
出
初
式

　

１
月
１１
日
、
東
松
山
市
立
松
山

第
一
小
学
校
の
校
庭
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
比
企
支
部
（
嵐
山

町
、
滑
川
町
、
東
松
山
市
、
吉
見

町
、
小
川
町
、
と
き
が
わ
町
、
東

秩
父
村
の
各
消
防
団
及
び
消
防

署
）
合
同
の
出
初
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
の
中
、
出
場
部
隊

の
行
進
を
行
い
、
来
賓
の
方
々 

か
ら
年
頭
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

会
場
内
で
は
地
震
や
煙
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
比

企
鳶と
び

職
組
合
の
方
々
に
よ
る
迫
力

の
梯
子
乗
り
が
行
わ
れ
、
多
く
の

観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

　

出
初
式
を
機
に
我
々
団
員
一

同
、
新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
訓
練

　

１
月
２６
日
、
古
里
兵
執
神
社
及

び
周
辺
道
路
に
お
い
て
、
防
火
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は

地
域
で
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
貴
重
な
文
化
財
を
各
種
災
害
か

ら
守
る
た
め
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
文
化
財
愛
護
の
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

　

地
域
住
民
の
方
々
に
は
通
報
訓

練
・
文
化
財
の
持
ち
出
し
訓
練
の

実
施
、
消
防
団
員
は
嵐
山
分
署
と

連
携
し
、
中
継
・
放
水
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

春季火災予防パレード
　３月１日、春季火災予防パレー
ドが行われました。例年は小川本
署を出発し小川署管内をパレード
するものですが、新型コロナウイ
ルス感染症の情報を考慮し、各町
村で消防団単独での活動となりま
した。嵐山消防団は第２分団第２
部の車両がパレードし、住民の皆
様に、より一層の火災予防をお願
いしました。

　

消
防
団
は
、
火
災
時
の
消
火
活
動

を
は
じ
め
、
応
急
救
護
の
普
及
活
動

や
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
啓
発

活
動
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
町
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
」、「
大
切
な
人
を
守
り
た

い
」
そ
ん
な
熱
意
を
持
っ
た
あ
な

た
、
一
緒
に
消
防
団
活
動
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

入
団
で
き
る
方

◦
嵐
山
町
に
居
住
又
は
勤
務
し
て
い

る
方

◦
１８
歳
以
上
の
方

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
お
持
ち
の
方

問
合
せ

　

小
川
消
防
署
嵐
山
分
署
内

　

消
防
団
事
務
局

　

☎
６２

－

３
８
９
０
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日常を観光へ　－等身大のツーリズム－

町おこしディレクターとして３年間

ロケビジネス　－人の「縁」を「円」に換える－

そして、これから…
今までの活動を更に発展させるとともに、次の活動にも挑戦していきます。

　公園設計などの仕事に携わっていたこともあり、公園や施設などの利用・運用方法に興
味がありました。実際に自分で活動を行いたいと思い、「町おこしディレクター」に応募
をしました。町民の繋がりや観光的な魅力に可能性を感じ、ありのままの「日常」を「売
り」にしたいと考え、活動を行ってきました。

町に残る自然…　負の遺産と捉える人も。魅力あ
る資源として蘇らせることを目指しました。
◦下草刈り、枝打ち、「皮むき間伐体験」
◦間伐、製材、加工、制作（嵐山産ヒノキ箸など）
これからは…
販路や商品のストーリー構成などブランディング、
少しずつ稼ぎながら、持続可能な形を模索

自然

３年間という長いようで短い期間でした。本当に多くの方と触れ合うことができました。
まったく知り合いがいなかった３年前、今では町で多くの方とあいさつを交わすほどになれました。
これは嵐山町に住む人の優しさの賜物だと感じています。
今まで活動を続けることができたのは、協力いただいた方々がいたからです。
全ての方にお礼のあいさつをすることはできません。この場をお借りして、「本当にありがとうございました」
まだまだ、町有林をメインに嵐山町でも活動をしておりますので、これからもよろしくお願いします。
作業を手伝ってくれる方、興味ある方、ぜひ、地域支援課までご一報をください。

問合せ　地域支援課　☎62－2152

未利用空間（景観資源や公共空間）の換金化を目指しました。
今までの活動で知り合ったネットワークでロケハンティングを実施
◦大手自動車メーカーのCM撮影を２回実施
◦笛吹峠や桜堤でのロケ、菅谷小学校、嵐山町役場など、多くの方と協働
※作品を知りたい方は、お問い合わせください

近隣大学との連携
自然を保全しながら、親しめ憩える空間を提供
◦自然の良さを認知、学び楽しむ（対価で事業展開）
◦県内にあるアウトドア

メーカーと打合せを開
始

◦ヒノキや間伐材の有効
活用、木材加工商品、
薪や焚

た き

火
び

など自然遊び
をする場所と人財育成

水産資源を有効活用
◦外来種のオオクチバス等を駆除しながら、「食材」

として活用
◦栄養や健康面での

根拠を集め、商品
化を研究開発

◦空き店舗を食事と
賑わい、多世代交
流拠点に

民間企業との連携

日常

林業の六次産業化

空間

日常を通じて、町民間や域外の方とで、ふれあい、
学びあい、ともに気づきあうことを目指しました。
◦田植えや野菜収穫、味噌造りやめんこ打ち体験

（地元農家さんなど多くの方に協力いただきました）
これからは…
地域を見つめなおし、各プレイヤーが研鑽し、他
住民を巻き込みながら活性化していきます。

めんこ（うどん）の打ち体験（農林６１号使用）

ゴーヤ畑を走る少女

無農薬無肥料で
田植え・稲刈り

下草刈り・枝打ちなどの手入れ
製材及び加工を
自分たちで行う お箸づくり体験

神岡　裕介

在来種を食べるオオクチバス親しめ、憩える空間イメージ


